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2.5 環境問題に対する考え方等への意見・考え 

環境問題に対するいくつかの考え方等について、そう思うかどうかを聞いたところ、

全ての項目で「そう思う」（「大変そう思う」及び「ややそう思う」の合計）が「そう思

わない」（「あまりそう思わない」及び「全くそうは思わない」の合計）よりも大きくな

った。「環境保全の取組を進めることは、経済の発展につながる」以外の項目では、「そ

う思う」が 85％以上と非常に高い割合となった。 
「環境保全の取組を進めることは、経済の発展につながる」は「そう思う」の割合が

75.5％となり、項目中では最も低い割合となるが、時系列でみると、年 「々そう思う」

との回答が増加している。 

 

図 32 環境問題に対する考え方への意見 
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環境保全の取組を進めることは、経済の発展につながる

日常生活における一人ひとりの行動が、環境に大きな影響を及ぼしている

大量消費・大量廃棄型の生活様式を改めることは重要である

環境に配慮した製品やサービスを選ぶことは重要である

地域の人たちが協力して、その地域の環境保全活動に取り組むことは地

域コミュニティの活性化にもつながるので重要である

大人にも子どもにも、環境保全について理解を深めるための環境教育や

環境学習は重要である

環境に関わる情報を分かりやすく、効率的・効果的に提供することは重要

である

我が国が、国際社会において環境面からの積極的な寄与・参加を行うこと

は重要である

行政が環境保全に関する施策を進めるに当たっては、施策を考える段階

から、国民も積極的に参加できるようにする必要がある

大変そう思う ややそう思う あまりそう思わない 全くそうは思わない
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図 33 環境問題に対する考え方へ賛成の割合（時系列） 
※「大変そう思う」＋「ややそう思う」の割合 

（*）の選択肢は、H20 年度と H21 年度以降では選択肢の文言が多少異なる。 
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我が国が、国際社会において環境面からの

積極的な寄与・参加を行うことは重要である。
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行政が環境保全に関する施策を進めるに

当たっては、施策を考える段階から、
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